
　土壌や水環境には多数の微生物が生息していると考えられているが、その90％以上は
培養する事ができないために、今までの微生物学の手法では検出する事ができなかっ
た。例えば土の中には一体どのくらいの種類の微生物が生息しているかも諸説あり、
数千種から数百万種類とも言われ、定説がない状態である。さらに、土壌の種類でも
違う事が想像できるが、微生物群集が実際にどのように異なっているかに関する結果
はほとんど報告されていない。しかし、DNAに関する技術が1980年代より発達し、さら
に2005年以降に開発された次世代 DNA
配列解析装置（シーケンサ）を使う事により環境の微生物が詳細に解析できる可能性
が出てきた。しかし本技術は誕生して間もなく、現在でも環境微生物解析方法として
確立されたとは言いがたい。そこで、本研究は環境に棲息している微生物を全て遺伝
子DNAの解析から検出を試みるものである。本研究の最終目標は土壌を含む環境中の微
生物群集を構成する微生物の種類と数を正確に把握する技術を開発し、その動態を明
らかにすることである。また、この方法では微生物を分離しないで、環境から直接有
用遺伝子を抽出することが可能になる。
　具体的には、まず八郎湖のアオコ発生に関与する微生物とそのウイルスを同定し、
アオコの発生メカニズムを詳細に解析するとともに、制御方法の開発を目指す。さら
に、水田を含む農耕地の土壌微生物を網羅的に解析し、農耕に最適な微生物群集を確
定する。この情報をもとに最適微生物群集を得るためにはどのような肥料などが必要
かを検討する。
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期待される成果・波及効果

以上のように本方法が確立されれば、環境微生物を比較的容易に詳細に解析する事ができるようにな
る。全ての生物は微生物と共生又は寄生関係にあるため、その微生物の機能を理解することで、植物を
含む生物の機能全体が理解される事が期待される。また、農作においても微生物の重要性は論を待たな
いが、本研究により、正確に微生物群集が理解され、科学的及び持続可能な農業へ大きく貢献できると
考えている。本研究は国内の農業だけでなく、世界的に農業生産の改良につながり、世界全体の食料問
題にも大きく貢献できると考えている。
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この研究は、今まで正確に把握されてこなかった環境微生物群集を網羅的にかつ、正確にその種類や数
を把握する事を目指すものである。この技術はまだ開発途上であるが、土壌のような膨大な種類の微生
物の解析は近い将来可能になると考えられている。県立大学ではこの際に使用する次世代DNA配列解析
装置を多くの他の施設に先駆けて導入し、実際に使用できる環境にあるという非常に大きなメリットが
ある。
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